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みなさん今日はぁーすーー。ご紹介をいただきましたカリフォルニア生まれ︑山形育ちのダニエ
ル・カールです。本日は︑すごい堅いお話つうか︑すごく勉強になる︑ためになる話ばっかし︑今まであわせて二時間あって︑すごく勉強になったとは思うんですが︑これから三十分はあんまり勉強にならないことを︑皆様︑ご覚悟をお願いしたいと思います。
でも︑やっぱり今国際化時代だからこそ︑ちょっとためになる話を
考えながらしよーと準備してた 。三十年前の日本の現状
今︑国際化時代 すよね。よく使われる単語ですけど︑ほんとう
に国際化されていってんのかなと思う方もたくさんおられると思うんです。ちょっと一昔と比べてみてくだしゃい。
オラが初めて日本さきたのは三十五年前です。昭和五十二年です。
一年間︑奈良県の五條市に住んでました。交換留学生として智辯学園という野球 ちょっと有名な高校に一年間留学して︑そこで初めて日本語を勉強したわけなんです。最初から方
言勉強してたんだ︑私は。
猛烈な奈良弁だったんです︑一年目。
とにかく︑今から三十五年も前のことなんですけど︑日本はまだ国
際化されてなかったねぇー。もう︑街歩いてるだけで︑道路の脇を歩いているだけで︑このへんで運転しているお母さんが私を見て︑ ﹁うわぁー︑外国人やわー﹂とかいってて︑ほんで僕のことばっか見てんですよ。運転しながらですよ。そして︑前の車に軽くバッーン てぶつかったんです。そういう経験があるんですよ。なんと三十五年前に日本の田舎︑ただ町歩いて るだけで︑私︑脇見事故を起こす力を持っていたんだ。
そのあと二回目の留学は大学生のころで︑最初は大阪の関西外国
語大学に四か月︑その後︑京都の二尊院に二 月ホームステイをしてちょっと勉強し です そこは大都会だから外国人けっこういたんですけど︑京都の次にすごーいと ろにいきました 佐渡島に流されました。別に悪いことし わけでゃあございませんが
︑佐渡島の
伝統芸能の文弥人形を研究するために渡りました。実際に人形遣いに弟子入りしたんですよ 四か月ばっかりは佐渡島でのある日の出来事
師匠が八十歳くらいの方で︑いろいろ佐渡弁のことも教えていただ
きながら︑人形のことを習っ わけなんだけど︑ある日︑突然︑先生に用事ができまして︑午後一時くらいにでかけなけりゃならなくなっ
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た。だから︑ ﹁ダニエル︑今日はここまででいいんだ。あとは自由行動で帰ってよい﹂ といわれたとき︑ウォーと思ったんです。
久しぶりに自由になりましてね︑何して遊ぼうかなとかいろいろ
思って︑じゃあ最初は村をちょっと探索すべぇと。いろいろ町回ったりしたり︑なんというんですか︑町の裏っかわのほうに っぱ あった田んぼ︑田園風景を見るのがオラ大好きだ たんですよ。カリフォルニアでゃ見えねえ光景だからね。あぜ道を歩きながら︑タニシとかいろいろ探したりし いました。オタマジャクシに足がどれくらい伸びてんだかとか︑いろいろ探し りして たんだ。すごーく楽しかったんです。ゆっくり︑遊びながら。
ところが︑気がつかなかったんですけど︑オラの後ろにあった農道
に︑なんと︑パトカーがきま 。
お巡りさんが︑なかに座ったままで︑まずサイレンを鳴らすんです
よ。エッ︑へ な音だなと思 て︑後ろをみた ︑お巡りさんが車から降り
て︑こう手招きしているのです。
皆さんご存じだと思いますが︑外国の方は三か月以上︑日本に住ん
でいる場合︑最寄りの役場に行っ ︑身元保証書みて なもの つくらなければなんない。今は運転の免許証のような薄っぺら ものなんだけど︑一昔前は︑学生手帳みたい ち ちゃい本だったんで
すよ。
そのなかに詳しくいろいろな情報も書かねばな な った。まず自分の名前︑ローマ字︑片仮名 家族構造はどうな いるか︑本国ではどこで生まれたか 今どこに住んでいるか。それから︑日本にきてからどこに住んでる ︑どういうビザできてんのか。指紋も十本全部捺印しなけゃなんなかった。本当に細かーいこといろいろあ これつくってもらった後は 外にでるとき 必ーず身につけて歩きなさ
よと︑あっちこっちの役場でいわれたんですよ。 ﹁これを身につけていなければ逮捕される可能性がある﹂ と︑何遍も注意されました。やっぱり怖かったんですよね。奈
良でもつくったし︑大阪でも京都でも︑
もちろん佐渡島にきてまたつくったんだけど︑ただ︑ずうっと持ちっぱなしで︑だせといわれたのは今回が初めてだったんです。だせっていっているのが︑またお巡り んだから︑ちょっとギクッときましたね。
ダニエル・カール
米国カリフォルニア州モンロビア市出身。
高校時代、交換留学生として奈良県智辯学園に1年間在日。大学生時代、大
阪の関西外国語大学に4か月学び、その後、京都の二尊院に2か月ホームステ
イ、佐渡島で4か月文弥人形遣いの弟子入りをした。米国で大学卒業後、日本
に戻り、文部省英語指導主事助手として山形県に赴任し、3年間英語教育に従
事した。その後、上京し、セールスマンを経て、翻訳・通訳会社を設立、25
年前からテレビ・ラジオ等の仕事を兼務して現在に至る。
主な出演番組は、「Your Japanese Kitchen」 （NHK国際2007年4月～）、「ぶら
り途中下車の旅」 （NTV）、「生活ほっとモーニング」 （NHK総合TV）、「どんど
晴れ」 （NHK総合TV　朝の連続TV小説2007年4月～ 9月）ほか。
著書は、『ダニエル・カールの国際交流入門』 （ぎょうせい、1994年）、『ダニ
エル先生ヤマガタ体験記』 （集英社、2000年）、『オラが心の日本アメリカ』
（NHK出版、2001年）、『使える英語はこう学ぶ』CD付（東京書籍、2001年）、
『ジャパングリッシュDAMEDAS講座―なぜか“英語ツウ”になれちゃう』 （東
峰書房、2006年）ほか
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﹁あれっ︑僕の外国人登録書ですか。これです﹂とだしたら︑お巡りさんが ﹁ここで待ってください﹂といって︑車に戻って無線でえんえんと誰かと話してんだ。 ﹁ふぉにゃ︑ふぉにゅ﹂とかい 。そして︑何遍もオラの証明書についてる写真を見て︑オラの顔を見て︑写真を見て︑オラの顔を見 ︑ほんとうに本人なのかどうか確かめてんですよ。警察署にてしばらくしたら戻ってきて︑お巡りさんが ﹁一緒に署にきてくださ
い﹂ っていうんです。 ﹁な で 警察署にいがねばなんねえんですか﹂と聞いたら︑ ﹁いいから乗ってください。パトカーに﹂ 。そんで︑後ろのほうに乗って ドアを締めた。お巡りさんは車を運転しながら︑なんと︑ライト照らして︑走っ んだ。﹁エッ︑どうなってんだ。オラ今逮捕された。よくわかんねーな﹂ 。後ろのほうでだんだん心配になってんですよ。警察署について︑座り心地の悪い椅子に案内され ︑座った。そ
したら︑そのお巡りさ
消えっちまったんですよ。周りに座ってんの
は︑からだのゴツイ警部 ばっかしなんで ゅ。だんだ 怖くなってきたんだ。オラどうなってんだー 思 。 ばらくしたら 警察署長さんがでてくるんですよ。向かいの椅子に座って︑私の登録証を見ていて︑﹁名前はなんと発音するんだ﹂﹁ダニエル・カールです﹂﹁年はいくつだ﹂﹁十九歳です﹂
﹁佐渡島でなにしてんだ﹂﹁人形習ってるだ︑ニンギョー︑文弥人形です﹂﹁どこに住んでるん ﹂﹁若林さんのところ 下宿させていただいているんです﹂﹁結婚してますか﹂
質問がだんだんへんになってんだけど︑いちおう署長さんが聞いて
んだから︑素直に答えました。これが十分︑十五分くらいずうっと続いて︑質問されっぱなしで全部素直に答えました。
それで︑やっと︑質問がなくなったところで︑ ﹁署長さん︑どうし
て私を警察
署に呼んだんですか﹂ 。そしたら︑ ﹁エエッ︑いやーぁ。こ
の佐渡島では外国人さんがとって
も珍しいものでね︑ただ会ってみた
かっただけですよ﹂ というんですよ。 ﹁
もーう早くいってくださいよ。
心配するじゃないですか﹂ とかいったら︑ ﹁ゴメンゴメン︑ゴメンゴメン﹂ 。その後︑お茶がで なごやかにいろいろお話ができましたんですが︑お茶︑二十杯くらい飲みましたね。
わずか三十五年前までのこと。日本はこういう世界 った です
よ。地方では外国人がすごーく珍しかったんですね。山形県下の中・高等学校で
山形県にいったころはまさにそうだった。文部省英語指導主事助手
として︑ 形県で初めての外国人の先生だったん 。史上初の外国人の先生なんです︑山形県では。今 数はふえてん すが 昔は各都道府県に一人か二人くらいしかいねーかったんです。オラが山形県ではたった一人の英語指導主事助手でした。だから︑仕事がハードですよ。毎日出張して違う市町村に行って︑違う学校で子どもたちに英
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語を教えているわけなんです。毎日違う学校で教えるんですよ。中学校︑高等学校あわせて二百十校が全部オラのもんだったんだ。だから︑毎日私は似たような仕事をしてんだけど︑毎日︑それぞれの学校では外国人が現れてきたのがいわゆる史上初なんだあー。大騒ぎでよ。まいにーち。
典型的な例をいえば︑学校の門をくぐってグラウンドを歩いて玄関
に向かっているときは︑教室から私はまる見えなんです。生徒さんがオラが現れたら︑みーんな窓際のほうに走っ くるんです。授業中であろうがなんであろうが関係ねえんです。みんなウワーッとかくるわけ。窓を開けて上からオラを見て︑ ﹁おーっ︑外国人のせぇ せぇいが現れたぁー﹂ ︑ ﹁本物だー﹂ ︑ ﹁本物だー﹂とか ったりして 聞こんだけど︑私はいちおう︑ま 始 ったなあーと。
そのあとは必ず︑ほとんど毎日︑同じ騒ぎが始まるんですよ。 ﹁英
語の先生がきたんだから︑英語で挨拶したほうがえが べぇ
かい
うんです。そういっていてもみんな恥ずか がる。 ﹁私︑英語苦手だからお前こそやんよ﹂ ︑ ﹁オラーもだめだ らお前いってやー﹂と ったりして︑指 差し合いになって て︑大騒ぎになるわけ んですそのなかから必ず一人がでてくるんですよね。ちょっとだ 心臓に毛の生えている人が。野球チームのキャプテンな か︑生徒会長さ みたいな存在が。﹁何︑外国人先生がきたって︑あっ︑ほんとだ。挨拶わー︑えっ︑まだ挨拶してねー
んか。だめじゃーん︑おめいら。じゃ︑オラ英
語得意 から︑オラが英語で挨拶すっぺえっ。みん よく聞くんだゾー。いくぞー﹂ ︑ ﹁ヘーイ︑ディスイズア
　
ペーン﹂といったりする
んですよ いーにちだー。別にペンな か持ってねーんのに。
現在の状況
今はすごい時代です。外国人のせぇんせぇえは︑オラがきてたころ
は七十人︑英語指導主事助手しかっいねかったんだけど︑今四千五百人くらいいるんです。ボンボンボンボン外国人が
増えてきた。おもし
ろい時代になりました。
ただし︑なんっていうんか︑皆さんのなかにはいまだにちょっとだ
けコンプレックス持っていらっしゃる方が多いような気がするんだ。外国人の顔を
見ただけで︑ ﹁あっ︑英語でしゃべらなければならない
んだー﹂ と思ってしまうことが多いじゃないですか。外国人が対向的に歩いてくるだけで︑道をわた 反対側を歩く もいらっしゃるくらいなもんなんですよ。なんでそうな のかというと︑やっぱり言葉が通じねーえ だ。悪い先入観︑皆さん︑いまだに持っている方が多いようですよね。その古い先入観ちゅ のが 外国人イコール︑チンプンカンプン。
でも︑今は違うんだ。平成時代は違いますよ。今日本に住んでいる
外国人の七割以上の方が︑日常生活に困らな ほど 日本語力を でに身につけてんですよ。もちろ 人によってバラツキ あります。すごい上手な人もいれば︑まあまだ片言の人も るんだども︑ る程度しゃべ
れるんです。だから︑皆さん︑その古い先入観︑捨ててくださ
い。外国人イコール︑チンプンカンプンという古い先入観 捨てて新し 先入観と取り替えてください。入れかーえ ださい 新 い先入観は︑外国人イコール︑あるてぃーど日本語がわかるんだあ これに差し替えていただければ︑これからの話は役に立つ です。ちゅうこと
は︑道ばたで︑外国人にばったり出会った場合は 日本語で
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しゃべってもいいんです。だいたいの場合は︑オッケーなんです。あんまり問題はねえんだ。外国人にとっての日本語の落とし穴
ただし︑日本語という国の言葉︑日本語でいう国語には︑いくつか
の落とし穴があるんです。外国人にとって非常にわかりにくい特徴がいくつかあるんです。それをこれから取り上げて皆さんにお教えしたいと思っているんです。
まんず最初は︑この単語を皆さん思い出してください。主語。主
語っていうのは︑みなさん︑英語を勉強なさったとき習いますよね。
S
V
Oの英語
の順番を覚えて︑最初の
S
がサブジェクト︑日本語に訳すと主語。 ﹁私は 大阪へ︑行きます﹂という文章だったら︑主語は︑わかりますよね。 ﹁私は﹂ この文章の主人公が主語になるわけですね。この主語は︑外国の言葉にとって︑たいへーん大切なものなんです。英語でもドイツ語でも︑ロシア語もだいたいそうだし主語は︑一つ一つ 発言の
なかに必ずいれねばならないもんだとされているんです
。それがは
いってないと︑だいたいペケになるっていうルールになってるんです。それがだいた 世界共通的 ところ 。
けども︑日本語という言葉は︑この主語を︑使わねぇ。できるだ
け主語を落として皆さんしゃべるんですよね。長ーい会話しているとき︑冒頭ではそれを うんかもしんねーけど︑そのあ そ を落としてずうっとしゃべり続けるわけです。だから︑途中からそれを聞きにはいった人は︑誰の話を んだかわからないんですよ それが特徴なんです。この主語がなけ ば︑外国人にはじれったいんだ 誰の話をして かと 毎回いわないと︑なあー 情報が物足りないような気がする。栗山さんの家での出来事
僕が初めてこれにぶつかったのは︑奈良のときだった。住んでいた
のが栗山さんというご 庭でした。栗山さんとこに男の子が二人 たんです。僕の弟になるわけ けど 上の弟 ミキちゃ が︑ある日︑玄関で︑ある発言をしました。玄関ですからご存じのよう
に︑
﹁行ってきまーす﹂ という表現でした。この ﹁行ってきまーす﹂ の︑なにが問題だ︑と思われるかもしんないんだけど︑ れ 外国人に ってはねえー︑考えてもみてください。なんで外国人にわかりにく かちゅったら︑行ってきますという表現をそ まんま英語 訳してみてください。 ﹁
g
o︑
c
o
m
e﹂ 。動詞しかないじゃーないですか︑これ
は。なーんにもついてねー よ 情報が。
だからミキちゃんが ﹁行ってきまーす﹂といったとき︑私は思わず
聞いてしまいました 誰が﹂ って。 るとミキちゃ ︑ ﹁ハァー﹂ と
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かいうわけなんです。 ﹁誰が﹂と聞かれたら︑日本人のほうがとまどうわけ。 ﹁誰が﹂と聞かれて︑ ﹁あのなぁー︑ダニエル。誰がっていったら︑行ってきますとゆうた人が行くに決まっているだろうが﹂と。おおー︑なるほどなと思ったんだ。
次に聞いたのが︑ ﹁どこへ﹂ 。それもいってい
ないんだか ね 聞いたら︑またミキちゃんが︑ ﹁はぁーっ。あのなあー 学生服を着てるやろ。学生服着てて︑行ってきまーすといったら︑学校に行ってくるに決ま るやろうが﹂と。 ﹁ほおー︑な ほど 服装をみ 決めるもんなんだぁー﹂ と。
去ったあと︑玄関の脇でちょっと考えこん
でいて︑よぉーわからないなと思っていたとき︑お父さんがでかけようとしたんだ。お父さんがそこで︑ ﹁行ってきまーす﹂と た ら︑ちょっと意地悪に︑ ﹁誰がぁー﹂ って聞 み お父さんが︑﹁俺が俺が﹂ というから︑ ﹁どこへ﹂ って聞いたら︑ ﹁はぁー︑ほら︑ネクタイをしっか
りしめてるやろー︑背広着てるやろー︑これから会社
だよ﹂ とかいわれたから︑やっぱり服装を見て決めるもんだと思った。﹁よーし︑これでわかった﹂と思ったら︑五分後に今度はお母さんがでかけんだ。お母さ
んがそこで︑ ﹁行ってきまあーす﹂といったか
ら︑また意地悪に︑ ﹁誰がぁー﹂ って聞いて︑お母さんが ﹁わたしや︑わたし﹂と。そのあとお母さんの服装を見 困ってしまいました
あー。いつもの服を着てるじゃあないですか。これじゃあわからんなって思って︑ ﹁お母さん︑どこに行くんです ﹂と聞いたら︑お母さんが ﹁ほらほら︑ぶらさげているものはなんだかわかるかぁー。買い物袋やろー。買い物袋をしょってでかけるときは買い物しに行 くるに決まってんやろうーが。ダニエルさん︑あったりまえやないか﹂といわれたんですよ。お母さんがあったりまえやないかとか うんだけど︑外国人にとって︑じぇんじぇん当 り前じゃないんですよ。だ ︑
にもいってねえ
んです。動詞しかい てねぇーわけでしゅ。何をいったかというと︑ ﹁
g
o︑
c
o
m
e﹂ 。これ
だけなんだ。情報がなにもついて 。これは強烈な例 けど︑日本人のみなさんはこういうところけっこう得意なんですよ。全部いわなくてもわかるべえーっちゅうところが これ
日本語の特徴だ。できるだけしゃべらないようにして︑相手にその理解をまかせるちゅうところが一つあるんでしゅよ。以心伝心はテレパシー、外国人には通じ
以心伝心みたいな言葉がたくさんあるんでしゅ。気配りだとか︑腹
芸︑腹探り︑察し察すること。ねえっ。顔色をみる。これらを全部英語に翻訳した場合はどうな かわかる
テレパシィー。これ全部テレパシィーなんですよ。つまり︑外国人
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の立場からいうと︑これ全部超能力になってるわけなんです。日本人のどっか︑できが違うんだよな。人の相手の︑なんちゅうか︑そういうところまで想像できるというのが得意です。みなさ 小さーいころから練習しているわけなんだから︑うまいわけなんですが︑日本にきて︑まだ五年とか十年く しかたってねー たち は こういうところはちょっ 弱いから ちょっとだけ︑なんというんですか︑あわせて︑しゃべるときは情報を足してあげてく さい。 ﹁行ってきます﹂だけじゃあなくて︑まず最初︑ ﹁あのな﹂ っていってくだしゃい。注目をひっぱってから ﹁私は︑これ ら︑学校へ︑行 きます﹂ 。 ﹁四時ごろ帰りますから︑それまで留守番頼むよ﹂ 。ここまでしゃべってくれれば︑どんな外国人でも︑ ﹁がっ んだ﹂とかいっ んだから。こういうところなんですよねー。文法 曖昧な ころ の単語の曖昧なとこ 。もっとも誤解さ やすい比喩
ほかにも取り上げたい話題が山ほどあるんだけれども︑オラけっこ
うおしゃべりだから︑もう 間が終わっちゃいましたよね。
簡単におさらいします。気いつけなければなんないところはいろい
ろあるんです。比喩的に使われている表現とか︑これも た外国
人︑
混乱してんですよ これが日本語の かで一番すばらしいところでありながら︑一番誤解 やすいものなんです。比喩的に使われている直訳できねぇー表現。たとえば︑顔が広い。オラ初めて顔が広いと聞いたとき︑ビックラしましたね。なんで人の顔の大きさをいうんですか︑失礼じゃねえかっ 思っていました。
あと︑お客さんのこと。 ﹁あのお客さんしょっちゅうくるんでの
うー︑いつもくると尻が重い﹂とかいうんです。誰が計るんですか︑そんなもん。ややこしいことたくさーんありますよネー。
みのもんたさんにも︑このあいだへんなのいわれました。コマー
シャルのあいだになんかしゃべっていて︑ ﹁デパートにいってて︑ほしいも
の見つけた﹂ とかいってて︑僕がちょっと︑ ﹁えっー︑どれくらい
欲しかったですかあー﹂ とか聞いたら︑ ﹁やぁー︑喉から手がでるほど欲しくなりました﹂ と われて︑ ﹁ええっーっ﹂ と。オラ意味がわからなくて︑昼飯に何をくったん ろう と。こういう表現は︑ほんとにね。比喩を使うときのお願い
皆さん勘違いしねーでくだしゃい。外国人の友だちと話をして る
とき︑こういうのを使うなっと︑オラ絶対にいわないんです。反対です。バンバン︑バンバン使って ださい。使 ても︑これは日本語のミソなんですよ。こりにこってやっとできてきた日本語の宝石みてーえなもの 外国人もこ いう 毎日一つか二つくら 覚えるのが趣味だといっている人がいるわけなん すよ だからバンバンバンバン使ってください。
ただし︑一つだけお願いがあるんです。使ったあとにですよ︑必
ず︑説明も入れてください。説明がねぇーと︑ ﹁ええ ー どうなってんだあー︑この会話﹂ って
思われますので︑是非ともこういうとこ
ろも︑気いつけてくんしゃい。
ほかにも山ほどあるわけなんですが︑今度またね︑別の講演︑あち
こちでやっ いますので︑どうぞよろしくお願いします。長い時間ご清聴︑どうもありがとうございま た。
